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　私は最近，商工会議所とか，地銀さんとか

で，中小企業向けの勉強会に伺って，講演料

などは全く頂かずに，キャッシュレスやフィ

ンテックなどの題材でお話をさせていただい

ております。　　

　本日は，LINEが取り組んでいるキャッシ

ュレス，その将来ビジョンについてお話しさ

せていただこうと思います。頂いた時間が25

分ということで，短いのですが，情報だけは

たくさん用意して参りましたので，ご興味が

あれば幸いでございます。

　まず，キャッシュレスとはフィンテックっ

ていう大きな括りの中の１つの分類だと言わ

れています。今更ご説明するまでもないかも

しれませんが，フィンテックとは，金融と技

術，ファイナンスとテクノロジーを掛け合わ

せた造語でございます。

　フィンテックの分野は，このシーディーイ

ンサイトというアメリカの調査会社の資料の

真ん中にあるウエルズファーゴというアメリ

カの大手金融機関のホームページによく表現

されています。このホームページにいろいろ

な矢印が付いていて，細かく小さなアイコン

が載っていますが，これは，アメリカのフィ

ンテックの姿，いわば大手の金融企業のそれ

ぞれのサービスを専門分化した上で，フィン

テックのスタートアップ＊＊がそれぞれのサ

ービスを作り始めたことを意味しています。

　したがって，フィンテックは，今まで銀行

がやっていたサービスを，アンバンドリン

グ，つまり分解して，バラバラにしたサービ

ス，と捉えられることがあります。これは日

本の中でも同じようなことが言われておりま

して，決済や融資，個人資産管理や個人向け

の投資支援，送金，消費者向け銀行というよ

うな分類のそれぞれに，LINEだけではなく，

いろいろなスタートアップやベンチャー，あ

るいは大手企業の IT業者などが参入し始め

ています。

　さて今，世の中はキャッシュレス，キャッ
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　現状の日本では20％程度のキャッシュレス

化率と言われていますが，世界を見たとき，

この表は新聞やテレビに必ず出てくるので見

たことがある方もいらっしゃると思います

が，先進国はおおむね40～50％を超えてお

り，一番，キャッシュレス化が進んでいると

言われているのは韓国です。ただしこの表に

はクレジットカードと電子マネーしか集計さ

れていません。最近 NHKでも取り上げられ

るスウェーデンでは，大手銀行が６行で，送

金・決済のアプリケーションを作って，それ

をほとんどの国民が使っているのでキャッシ

ュレス化が８割位までに進んでいると言われ

ております。

　日本の18.4％には，我々がよく使う公共料

金の口座引き落とし，つまり口座振替が含ま

れず，また銀行振込が含まれていないので

す。もしそれらをキャッシュレスの分野とし

て入れれば，34％くらいまで上昇するとも言

われております。いずれにしても政府は2025

年までに40％まで，クレジットカード，電子

マネー，QRコード決済でキャッシュレス化

率を向上させ，ゆくゆくは80％まで推進して

いきたいと言っています。ちなみに，2017年

の集計値では大体21％まで行っております。

　こちらは巷に出回る現金の流通量です。紙

幣や硬貨の流通量は，タンス預金とかも含め

てでしょうが，日本が１番多いです。また日

本は高額紙幣の流通量も多いです。１番下が

スウェーデンの事例です。スウェーデンはも

う現金お断りのお店が一般的になっていて，

さらには現金を置いていない銀行支店もたく

さんある環境にまでなっています。

　日本政府がキャッシュレス化率を向上させ

シュレスと盛んに言われておりますが，決済

の分野で LINE Payはサービスを開始し，送

金の分野にも現在取り組んでいます。それ以

外に，融資であれば，LINEポケットマネー，

個人資産管理，LINE家計簿などいろいろな

サービスがございます。このようなフィンテ

ックの多くの分類にも，参入している多くの

ベンチャーや業種の企業がございます。

　キャッシュレスの話に移りますが，最近の

日経新聞１面にもキャッシュレスの話題が取

り上げられ始めました。今年の８月頃には，

まだ QRコード決済を補助し，推進させるた

めに経済産業省や総務省が予算を付ける程度

の記事でしたが，最近ではもっぱら，来年の

消費税率アップに備えて消費の冷え込み対策

とキャッシュレスを一石二鳥で解決しようと

いうことで，中小企業でクレジットカードや

電子マネー，新しい QRコード決済を使われ

た時には，その利用者つまり消費者に２％と

か５％のポイント還元をしよう，という政府

の案が発表されております。

　これにはどんな背景があるのかと言います

と，国が政策的に，国の方針として，キャッ

シュレスを推進して行く決意の現れです。実

際に経済産業省の発表では，現状の日本のキ

ャッシュレス化は，スライドの表の一番左側

にありますように20％程度しか進んでいない

という集計値が出ております。これを2025年

の大阪万博の年までに，40％まで倍増させる

という計画を発表しております。それに取り

組むためにキャッシュレス推進協議会を作っ

て，200以上の企業や自治体や有識者を集め

て，QRコードの標準化を含むキャッシュレ

ス化への取り組みが始まっています。
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　次に，日本でのキャッシュレスの代表的な

ツールについてお話しします。クレジットカ

ードが生まれてもう50年以上経ちます。1960

年に初めて日本でクレジットカード会社が設

立されました。しかし，キャッシュレス化は

まだ全決済の20％程度にしか利用されていま

せん。その理由は端的に言えば，導入する事

業者にとって，ハードルが高いからでしょ

う。簡単に申せばコストがかかりすぎると言

われております。加盟店手数料のコストや，

店員にオペレーションのレクチャーするコス

トや，カードや電子マネーの決済処理端末機

のコストがかかります。

　一方で，ユーザーである消費者はどうかと

いうと，利便性やキャッシュバック・ポイン

トバックなどのメリットがあるので使いたい

のですが，使おうとする店舗で使えないのが

現状です。クレジットカードは，借金をして

るようだとか，浪費してしまいそうだとの不

安もあります。これに対して LINE Payの場

合は，前払い式でご自身の残高をあらかじめ

チャージしていただいて，その残高でお買い

物していただくので，使いすぎることはあり

ません。

　話を戻しますと，事業者のコストのハード

ルが高かったと言えます。

　日本の産業構造を示すのがこちらの図で

す。日本は99.7％が中小企業で担われている

国なのです。大企業といわれる企業はわずか

0.3％しかありません。さらに言えば，小規

模な事業者が85.1％を占めています。小規模

な事業者にとって，営業利益を上回るような

加盟店手数料などは論外です。カードや電子

マネーの加盟店手数料が，昔は５％とか６％

たいと思っている理由の１つは，利用者であ

る消費者の利便性を高めることにもつながる

点です。もう１つの理由は，ビジネスをやっ

ておられる事業者の生産性を高めなければな

らない点です。

　今は飲食店では人手不足が死活問題になっ

ています。これからますます労働人口は減っ

ていきますので，何とか生産性を上げなけれ

ばいけない。労働生産性向上に関しては，今

回，学会にお招きいただきましたけれども，

ナレッジ・マネジメントがとても重要な学問

として実際，社会を変えていくようなきっか

けになるのではないかなとも思います。

　また政府としてはキャッシュレス化が脱税

防止になるとも期待しています。決済が現金

ではなくて，クレジットカードや電子マネー

の流通になることで決済業者が絡む決済が透

明化される結果，脱税の防止につながり税収

が増えるというわけです。

　我々のような IT事業者がキャッシュレス

に参入するのは，この支払いデータの利活

用，要するに，ビッグデータを活用して，新

しいビジネスにつなげていくことを見込んで

いると言われております。

　ちなみに，こちらが現金のインフラを維持

するコストです。現金である紙幣や硬貨を作

ったり，それを輸送したり，ATMで輸送す

るときに警備員が付いたりしてもろもろの費

用が掛かっています。野村総研の発表ではだ

いたい1.6兆円くらいと言われておりますし，

あるいは２兆円くらいかかっているはずとの

話もあります。政府としては現金を扱うこと

によるコストの削減にもつなげていきたいと

の意図があります。
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を切ることが全く無しで，マーケティングの

キャンペーンを打ってもらえるわけです。

　したがって我々以外にも，おそらくこれか

ら大型キャンペーンを打ってくるであろう決

裁事業者が現れると思います。小規模な事業

者ほど我々を含め，新しい QRコード決済サ

ービスの加盟店になっておいたほうがいいと

いうのが今の環境です。

　さて，加盟店手数料無料プラン（０円プラ

ン）の対象になる決済種類には，店舗用アプ

リ，プリント QR，据え置き端末があります

が，ここの皆さまは事業者ではないと思いま

すので説明を割愛し，イメージだけをご覧い

ただこうと思います。

　現状，大手チェーン店の POSレジの改修

による LINE Pay組み込みは順調に進み，

2018年11月末日時点で我々の2018年の12月末

までの目標であった，100万か所を達成いた

しました。よって，今後は加盟店手数料無料

プランで中小企業の加盟店を開拓していま

す。

　キャッシュレスという枠組みのご説明にな

りますが，キャッシュレスの支払い手段の分

類はいろいろあります。QRコード決済はス

マホ決済の中に含まれます。

　キャッシュレスの中で一番便利な支払い手

段はおそらくかざすだけで決済される電子マ

ネーです。かざす決済の中でよく NFCや

FeliCaや RFIDなどの単語が飛び交いますの

で簡単に説明します。

　FeliCaは，NFCという規格の中の１つの

種類で，主に日本だけで非常に使われている

規格です。世界を見ると，Type-Aや Type-B

の方が多く使われています。そして Type-A，

が当たり前という時代でしたので，当然小規

模な事業者がそんな仕組みを入れられるわけ

がない環境でした。そこで LINE Payが取り

組むのは，この明確な課題を解決することで

す。それを決済革命と呼んでいます。解決策

は何かというと，小規模な事業者からは手数

料を頂戴しないということです。（期間限定

ではありますが）キャッシュレスの環境が到

来して，だれもが買い物に財布を持ち歩いた

り現金を持ち歩いたりしなくてもいいように

なったときに，社会がどうなるかを見てみた

い，というのが LINE Payの取り組みです。

小規模な事業者の導入のハードルを解決した

上で，使っていただくためにポイント還元を

行います。初めて使う人でも，0.5％は必ず

還元されますし，たくさん使われる方（グリ

ーン）には２％のポイントを還元します。さ

らに QRコード決済の方には３％分のポイン

ト還元を加算します。

　合わせると，初めて使う方でも3.5％，よ

く使われる方は，最大５％のポイント還元を

行います。

　しかしまだ，QRコード決済，スマホの決

済の認知度が低いのが実情です。某コンサル

ティング業者の調査では19％位の認知度との

結果が出ていますが，実際の利用者は私の肌

感覚では，１％未満ではないかと思うほどで

す。したがって現時点は，まず利用者の方々

にメリットがすごく大きいことを訴求するこ

とが重要なフェーズです。

　もう１つは，キャッシュバックやポイント

バックは，全て店舗で使ってもらうための原

資，店舗に送客する効果を狙っているもので

す。店舗加盟店手数料０％なので，一切自腹
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ッシュバック）がある上に，自分の登録した

クレジットから引き落とされるので，カード

会社のポイント還元まで得られるからです。

　これは消費者にとっては大変嬉しいことで

すが，マーケティングコストの上に，クレジ

ットカード会社の手数料も払わないといけな

いダブルコスト負担の構造になりますから，

ビジネスとしては多額のコストがかかってい

ると言えます。我々 LINE Payは基本的にコ

ンビニあるいは自分の銀行口座の残高から現

金をチャージする構造なので，クレジットカ

ードの手数料がかかりません。

　当然，コンビニや銀行チャージ手数料はか

かりますが，それは，企業間の交渉で調整が

可能です。クレジットカードでのように，国

際ブランドが基本となる手数料を決めてい

て，どう交渉してもその手数料が下がらない

ことにはなりません。他のいろいろな関係者

が少ない分だけ，コスト構造としてはとても

シンプルで安くつくと言えます。

　このような構造ですので，代表的な QRコ

ード決済サービスが，クレジットカードから

チャージする場合，あるいはクレジットカー

ドを紐づけてクレジットカードからの引き落

としにする場合には加盟店手数料無料プラン

（０円プラン）を実現することは難しいので

はないかと思います。

　我々 LINE Payの戦略としては，あらゆる

ところで使っていただくようにしたいので

す。そのためにはどうすればよいかを，日夜

考えています。

　キャッシュレスサービスが使われるように

なるには，ユーザーサイドと事業者サイドの

視点がありますが，皆さん何か思いつかれま

Type-B，FeliCaなどの NFC規格を支える近

距離無線通信技術全般を RFIDと呼びます。

　現状，キャッシュレスの主役はクレジット

カードだと思いますが，それと新しい LINE 

Payのような QRコード決済との違いを説明

します。

　クレジットカードは入会するときに個人信

用情報機関に登録され，支払いを延滞する

と，個人のクレジットヒストリーに傷が付き

ます。くれぐれも延滞はなさらないほうがい

いわけです。

　ちなみに学生の奨学金も，返済が延滞して

しまうと，銀行が利用している個人信用情報

機関に記録されるので留意ください。

　QRコード決済，特に LINE Payのように，

自分の残高をチャージして使うものについて

は，そういった個人信用情報を使っていませ

ん。そもそも自分の残高を決済するだけなの

で，安全に使えることが特長になります。ユ

ーザー審査をしないので，だれでも持って使

っていただくことができます。このアクセシ

ビリティーといいますか，だれでもが使える

点に利便性があると思います。

　今日のお話の最後になりますが，LINE 

Payと他の QRコード決済サービスとの構造

の違いを説明します。多くの QRコード決済

では自分の作ったクレジットカード，たとえ

ば，三井住友カードとか，三菱 UFJニコス

のカードを登録して，店頭では QRコード決

済をするのですが，引き落としは自分が登録

したクレジットカードから引き落とされる仕

組みになっています。おそらく大半の人はそ

うした使い方をしていると思います。なぜな

らば，QRコード決済サービスの特典（キャ
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しい生活に浸透することが必要だろう思いま

す。

　利用の必然性の要請は加盟店側にとっても

同じことで，現状の何らかの事業者の問題解

決につながるようなサービスや機能がないと

一気に普及することは難しいでしょう。

　キャッシュレスに取り組む LINE Payの構

造と戦略は以上です。ありがとうございまし

た1）。

せんか？

　これが必ずしも正解ではありませんが，利

用者にとっても，加盟店にとっても，１番は

「利用の必然性」だと思います。それがない

限り一気には広がりません。おそらく，ユー

ザーにとっての２番目の要因が，キャッシュ

バックやポイントバックの大きさになります

が，それもやはり時間をかけないとなかなか

短期間には普及しません。利用の必然性がな

いとキャンペーンが終わった瞬間に利用が止

まってしまいます。利用の必然性，つまりそ

れを使うことが，もはや今までとは違う，新

1）　スライド資料は，学会員専用のホームペー
ジに掲載：http://www.kmsj.org/member/
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